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女
性
に
つ
い
て
は
、
出
産
・
子
育
て
の
時
期
に
あ
る
年
齢
層
の
就
業
率
が
低
い
状
況
に
あ
り
、
一
度
離
職
す
る
と

正
社
員
と
し
て
再
就
職
が
難
し
い
状
況
が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
を
過
ぎ
て
も
多
く
の
高
齢

者
が
就
業
し
て
お
り
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く
い
つ
ま
で
も
働
き
続
け
た
い
と
い
う
者
も
多
い
状
況
で
あ
る
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
女
性
や
高
齢
者
の
職
業
能
力
開
発
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
及
び
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
は
、
既
存
産
業
の
再
編
、
新
規
産
業
の
創
出
等
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
企
業
が
付
加
価
値
の
高
い
分
野
若
し
く
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
等
の
今
後
成
長

が
見
込
ま
れ
る
分
野
へ
の
展
開
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る
人
材
又
は
我
が
国
の
基
幹
的
な
産
業
で
あ
る
も
の
づ
く

り
の
分
野
を
担
う
人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
の
づ
く
り
現
場
を
支
え
て
き
た

団
塊
の
世
代
の
熟
練
技
能
者
が
、
徐
々
に
職
業
生
活
か
ら
の
引
退
過
程
を
迎
え
て
い
る
た
め
、
当
該
現
場
を
支
え
る

熟
練
し
た
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
が
若
年
者
に
円
滑
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
現
場
の
戦
力
と
な
る
人
材

の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
事
業
主
等
に
よ
る
多
様
な
職
業
能
力
開
発
を
一
層
推
進
す
る
ほ

か
、
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に
お
い
て
は
、
職
業
訓
練
指
導
員
を
派
遣
す
る
等
、
事
業
主
等
に
よ
る
職
業
能
力
開

発
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
事
業
主
等
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
職
業
訓
練
及
び
も
の
づ
く
り
現
場
の

戦
力
と
な
る
若
年
技
能
労
働
者
の
育
成
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

障
害
者
に
つ
い
て
は
、
新
規
求
職
申
込
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
障
害
者
基
本
計
画
（
平
成
十

四
年
十
二
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
実
質
的
な
社
会
参
加
に
向
け
て
、
障
害
者
が
自
ら
の
能

力
を
最
大
限
発
揮
し
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
の
福
祉
か
ら
就

労
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
、障
害
者
雇
用
促
進
施
策
と
障
害
者
福
祉
施
策
が
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、個
々

の
障
害
者
の
就
業
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
る
職
業
能
力
開
発
を
推
進
し
、
障
害
者
の
職
業
の
安
定

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
四
号

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並

び
に
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
広
報
・
安
全
等
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

広
報
・
安
全
等
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

広
報
・
安
全
等
対
策
交
付
金
交
付
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
科
学
技
術
庁

通
商
産
業
省
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
二
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
、「
納
期
日
ま
で
に
」
を
「
前
項
の
期
限
の
日
ま
で
に
」
に
、「
納
期

日
の
」
を
「
当
該
期
限
の
日
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
場
合
に
お
け
る
交
付
金
の
返
還
の
期
限
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
返
還
の
期

限
」
と
い
う
。）は
、同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
通
知
の
日
か
ら
二
十
日
以
内
で
所
管
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
交
付
金
事
業
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
て
行
う
交

付
金
の
返
還
の
た
め
の
予
算
措
置
に
つ
き
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
期
限
ま
で
に
当
該
交
付
金
の

返
還
を
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
通
知
の
日
か
ら
九
十
日
以

内
に
お
い
て
所
管
大
臣
が
返
還
の
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
第
一
号
機
か
ら
第
四
号
機
ま
で
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
第
五

条
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
第
一
号
、同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
施
設
の
使
用
を
終
了
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
翌
年
度
以
後
の
期
間
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

定
す
る
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
は
、
第
四
条
第
一
号
、
同
条
第
二
号

及
び
同
条
第
三
号
並
び
に
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
に
規
定
す
る
使
用
を
開
始
し
て
い
る
原
子
力
発
電
施
設
と

み
な
す
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
及
び
第
十

三
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
一
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
訓
練
実
施

計
画
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

職
業
訓
練
実
施
計
画

第
一
部

総
説

一

計
画
の
ね
ら
い

産
業
構
造
の
変
化
、
技
術
の
進
歩
そ
の
他
の
経
済
的
環
境
の
変
化
の
中
で
、
職
業
の
安
定
、
労
働
者
の
地
位
の

向
上
及
び
経
済
社
会
の
発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
る
業
務
の
内
容
の
変
化
に
対
す
る
労
働
者
の
適
応

性
を
増
大
さ
せ
、
及
び
転
職
に
当
た
っ
て
の
円
滑
な
再
就
職
に
資
す
る
よ
う
、
労
働
者
に
対
し
て
適
切
な
職
業
能

力
開
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
都
道
府
県
、
事
業
主
等
が
行
う
職
業
能
力
開
発
に
関
す
る
自
主
的
な

努
力
を
尊
重
し
つ
つ
、
雇
用
失
業
情
勢
等
に
応
じ
て
、
国
が
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
（
以
下
「
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
」

と
い
う
。）に
お
い
て
実
施
す
る
職
業
訓
練（
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
職
業
訓
練（
以

下
「
委
託
訓
練
」
と
い
う
。）を
含
む
。
以
下
「
公
共
職
業
訓
練
」
と
い
う
。）の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

者
の
十
分
な
職
業
能
力
開
発
の
機
会
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
計
画
は
、
現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
本
計
画
の
対
象
期
間
（
以
下
「
計
画
期
間
」
と
い
う
。）中

に
お
け
る
公
共
職
業
訓
練
の
対
象
者
数
等
を
明
確
に
し
、
計
画
的
な
公
共
職
業
訓
練
の
実
施
を
通
じ
て
、
職
業
の

安
定
、
労
働
者
の
地
位
の
向
上
等
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
は
、
本
計
画
を
実
施

す
る
際
に
、
都
道
府
県
労
働
局
、
公
共
職
業
安
定
所
、
地
方
公
共
団
体
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
公
共
職
業
訓
練
の
実
施
を
図
る
も
の
と
す
る
。

二

計
画
期
間

計
画
期
間
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

第
二
部

労
働
市
場
の
動
向
と
課
題

労
働
市
場
の
状
況
を
み
る
と
、
最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
若
年
者
を
中
心
と
し
て
、労
働
力
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
離
職
者
の
増
大
に
的
確
に
対
応
す
る
上
で
、
必
要
な
職
業
能
力
開
発
の
機
会
を
確
保
し
、
離
職
者
の
再

就
職
の
実
現
に
資
す
る
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
多
様
な
職
業
訓
練
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
若
年
者
に
つ
い
て
は
、
新
規
学
卒
者
の
就
職
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
な
ど
完
全
失
業
率
も
依
然
と
し
て
年
齢
計
に
比
べ
て
相
対
的
に
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。ま
た
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
の
二
百
十
七
万
人
を
ピ
ー
ク
に
五
年
連
続
で
減
少
し
た
も
の
の
、
平

成
二
十
一
年
に
は
六
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
平
成
二
十
三
年
も
引
き
続
き
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ニ
ー

ト
で
あ
る
若
年
者
も
い
ま
だ
に
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
我
が
国
の
社
会
を
支
え

て
い
く
若
年
者
が
職
業
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
若
年
者
に
と
っ
て
良
好
な
雇
用
機
会
の
創
出
や
そ
の

育
成
の
た
め
の
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
せ
て
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
（
求
職
者
等
を
対
象

に
、
き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
た
意
識
啓
発
や
課
題
の
明
確
化
、
実
践
的
な
職
業
訓
練

の
機
会
を
提
供
し
、
訓
練
実
施
機
関
か
ら
の
評
価
結
果
や
職
務
経
歴
等
を
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
と
し
て
取
り
ま
と
め
て

就
職
活
動
等
に
活
用
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
推
進
し
、
若
年
者
の
能
力
向
上
を
図
り
、
安
定
的
な
雇
用

へ
の
移
行
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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